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ヒ目ー要のーモ唱壬ヨ「内文論
本論文はケイ素と硫黄によって安定化されたカルバニオンの有機合成化学的応用面の開発に関する
および結論からなっている。その内容は緒論，本論 4 章，研究をまとめたものであり，
第 1 章緒論では，本研究の背景を概説するとともに，著者が行った研究の目的および意義に‘ついて
述べている。
ケイ素とスルフェニル基によって安定化されたカルパニオンとアミドとの反応による第 2 章では，
多官能性オレフイン形成反応を検討している D その結果，従来簡便な合成法がなかったβ ーアミノピ、ニ
ルスルフィドの新合成法を確立している。
ケイ素とスルフェニル基によって安定化されたカルパニオンとエステル，酸無水物，第 3 章では，
ヘテロ原子の影響による反応様式の相異を解明すると尿素，炭酸エステルなどとの反応を比較検討し，
尿素や炭酸エステルとの反応が隣接官能基を有するピニルスルフィドの合成に応用し得るこ
第 4 章では， β ーアミノビニルスルブイドの有機合成への応用面開拓を目的として種々の試薬との反
応を検討し，本化合物が多様な反応性を示すことを明らかにしている。特にこのピニルスルフィドが
ともに，
とを見出している。
合成化学的に有用なスルフェニル基を導入するエナミン試薬として利用し得ることを示している。
第 5 章では，前章までの結果を基礎としてβ ーアミノピ、ニルスルホンの簡便な合成法の開発とその反
応性の解明を行っている。特にケイ素によって安定化されたカルバニオンを利用するオレブイン形成
反応がスルホン誘導体についても優れた方法であることを明らかにしている。また， β ーアミノピニル
これによる炭素-炭素結合形成スルホンがピ、ニルアニオン前駆体になるという新しい事実を見出し，
-336-
反応開発の可能性を示唆している。
結論は本論文の総括で以上の研究結果をまとめ その合成化学的意義を述べている。
論文の審査結果の要旨
本論文は，硫黄原子のもつ化学的特性と，ケイ素によって安定化されたカルバニオンの反応性に着
目し，ケイ素と硫黄によって安定化されたカルパニオンの有機合成化学への応用開発を目的とした研
究をまとめたものである。特に従来殆んど研究されていないアミドなどの酸誘導体とシリルカルパニ
オンの反応を系統的に検討し，多官能性オレフインの合成ルートを見出すなど多くの成果をあげてい
る。主な成果を要約すると次のとおりである。
1 )ケイ素とスルフェニル基によって安定化されたカルバニオンとアミドとの反応により，多官能性
オレフインであるβ ーアミノピニルスルフィドの簡便な新合成法を確立している。
2 )アミド以外の各種酸誘導体との反応を検討し，ヘテロ原子の影響により反応様式が相異すること
を明らかにしている。さらに尿素や炭酸エステルとの反応中間体を利用し官能基を有するピニルス
ルフィドの合成ルートを開発している。
3 )βーアミノビニルスルフイドが多様な反応性を示すことを明らかにしている。特に本化合物が合成
化学上有用なスルフェニル基導入試薬として広い応用面をもつことを明らかにしている。
4 )ケイ素とスルホニル基によって安定化されたカルパニオンを用いるβ ーアミノピ、ニルスルホンの簡
便合成法を確立するとともに，この種のカルパニオンの応用面を拡張している。
5 )β ーアミノピ、ニルスルホンの反応性を明らかにするとともに本化合物がビニルアニオン前駆体にな
るという新しい事実を見出し，炭素 炭素結合形成反応への応用の可能性を明らかにしている。
以上のように，本論文はケイ素と硫黄によって安定化されたカルバニオンの合成化学的応用面を確
立し，かつ，従来未解明であった各種酸誘導体のシリルカルバニオンに対する反応性を解明したもの
であり，合成化学的にも，また精密工業化学的にも貢献するところが大である。よって本論文は博士
論文として価{直あるものと三忍める。
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